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九
州
工
業
大
学
の
活
動
報
告

タ
イ
の
大
学
生
ら
招
へ
い

材
料
化
学
分
野
に
お
け
る
研
究
交
流

今
年
１
月
15
日
か
ら
20
日
間
、
タ
イ
・
コ
ン
ケ
ン

大
学
か
ら
学
生
３
名
、
若
手
研
究
者
１
名
、
引
率
教

員
１
名
、
タ
イ
・
タ
ク
シ
ン
大
学
か
ら
学
生
２
名
と

若
手
教
員
１
名
、
教
員
１
名
の
合
計
８
名
を
招
へ
い

し
、
材
料
化
学
分
野
に
お
け
る
研
究
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

タ
イ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
圏
で
は
、
農
業
廃
棄
物
と

し
て
大
量
に
発
生
す
る
イ
ネ
も
み
殻
の
有
効
活
用
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
高
付
加
価
値
材
料
へ
の
転
換
が

可
能
に
な
れ
ば
学
術
・
産
業
の
両
方
へ
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
も
み

殻
の
主
要
成
分
で
あ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
や
ケ
イ
素
酸
化

物
を
有
効
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
著
者
（
受

入
者
）
は
、
粘
土
（
ケ
イ
素
酸
化
物
の
一
種
）
や
セ

ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
ク
リ
ス
タ
ル
（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
：
セ
ル
ロ
ー

ス
の
70
％
を
占
め
る
結
晶
性
粒
子
）
か
ら
コ
ロ
イ
ド

液
晶
を
開
発
す
る
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
技
術

を
用
い
て
も
み
殻
か
ら
の
機
能
材
料
開
発
、
特
に
液

晶
性
を
利
用
す
る
光
学
材
料
開
発
が
可
能
に
な
る
と

考
え
、
国
際
共
同
研
究
の
立
ち
上
げ
を
め
ざ
し
て
、

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

来
日
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
、
活
動
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
１
月

15
日
に
来
日
し
、
翌
16
日
に
か
け
て
受
入
機
関
の
施

設
視
察
と
共
同
研
究
内
容
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
週
明
け
の
19
日
よ
り
本
格
的
な
実
験
に
入

り
、
粘
土
コ
ロ
イ
ド
を
用
い
た
液
晶
の
作
成
と
観
察
、

光
散
乱
を
用
い
た
Ｃ
Ｎ
Ｃ
コ
ロ
イ
ド
中
の
粒
子
計
測

な
ど
の
実
験
を
、
本
学
の
大
学
院
生
と
共
同
で
実
施

し
ま
し
た
。

期
間
中
の
１
月
23
日
に
は
、
受
入
学
科
で
あ
る
九

州
工
業
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
受
入
学
科
で
は
国

際
交
流
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
で
海
外
の
学
生
、
若
手
研
究

者
を
招
へ
い
し
た
折
に
は
、
毎
回
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
や
若
手
教
員
に

よ
る
講
演
と
質
疑
応
答
を
主
体
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、
回
を
追
う
ご
と
に
日
本
、
タ
イ
双
方
の
学
生

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
向
上
し
て
お
り
、

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
動
が
双

方
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
招
へ
い
期
間
中
に
、
関
連
研
究
機
関
と
し

て
、
ケ
イ
素
酸
化
物
粒
子
の
表
面
を
粘
土
に
変
換
す

る
独
創
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
信
州
大
学
工
学
部

の
岡
田
友
彦
教
授
を
訪
問
し
、
研
究
内
容
の
講
義
を

受
け
る
と
と
も
に
、
施
設
見
学
を
行
い
、
岡
田
教
授

も
含
め
た
共
同
研
究
へ
向
け
た
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
２
月
２
日
に
は
成
果
の
取
り
ま
と
め
を

行
い
、
今
回
の
招
へ
い
で
立
ち
上
げ
た
研
究
の
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
長
期
の
招
へ
い

で
し
た
が
、
全
期
間
を
通
じ
て
招
へ
い
者
と
受
入
研

究
室
の
学
生
や
教
員
と
の
間
で
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ま
た
滞
在
中
に
国
内
他
機
関
を

訪
問
す
る
な
ど
日
程
の
変
化
を
つ
け
る
こ
と
で
、
充

実
し
た
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
日
本
の
雪
国

の
体
験
は
刺
激
的
だ
っ
た
よ
う
で
、
国
土
は
狭
い
な

が
ら
も
景
観
や
気
候
の
変
化
が
大
き
い
日
本
の
自
然

条
件
へ
の
理
解
も
進
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
492
回

＝
特
別
連
載
＝

中戸	晃之
（九州工業大学
大学院工学研究院
物質工学研究系教授）
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■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
と
今
後
の
展
望

全
期
間
を
通
じ
て
招
へ
い
者
と
受
入
研
究
室
の
学

生
や
教
員
と
の
間
で
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
相
互
理
解
が
進
み
ま
し
た
。
特
に
、
今
回

新
た
に
招
へ
い
し
た
タ
ク
シ
ン
大
学
の
参
加
者
か
ら

は
、
今
後
の
国
際
交
流
の
継
続
・
発
展
へ
向
け
て
強

い
意
欲
が
披
瀝
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
、
招
へ
い
者
に
コ
ロ
イ
ド
液
晶
に
関

す
る
基
礎
知
識
や
基
礎
技
術
を
修
得
し
て
も
ら
う
目

的
を
達
成
で
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｃ
の
有
機
溶
媒
分
散

性
や
粘
土
コ
ロ
イ
ド
の
複
屈
折
発
現
の
検
討
に
お
い

て
、
今
後
の
本
格
的
な
共
同
研
究
に
必
要
な
立
ち
上

げ
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
等
教
育
に
お
け
る
自
由
研
究
課
題
の
考
案
に
つ
な

が
る
デ
ー
タ
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

受
入
学
科
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ

イ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
大
学
と
双
方
向
の
学
生
交
流
や

共
同
研
究
を
行
い
、
国
際
共
著
に
よ
る
論
文
発
表
に

結
び
つ
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
今
後
も
継
続
し
、

さ
ら
に
若
手
世
代
へ
継
承
し
つ
つ
発
展
さ
せ
る
に
は
、

期
間
や
内
容
の
異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
体
験
レ
ベ
ル

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
レ
ベ
ル
、
本
格
的
な
共

同
研
究
ま
で
）
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
招
へ
い
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
相
当
し
、
そ
の
受
け
入
れ
は
著

者
と
し
て
初
め
て
の
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
今
回
の
成
果
を
も
と
に
、
日
本
・
タ
イ
間
の

国
際
交
流
を
一
層
発
展
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
を

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
招
へ
い
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ｓ
Ｔ

（
科
学
技
術
振
興
機
構
）
、
本
学
の
教
員
、
学
生
、

事
務
の
皆
様
、
そ
し
て
講
義
と
見
学
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
い
た
信
州
大
学
の
岡
田
教
授
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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長野市に移動し、信州大学を見学 研究に取り組む招へい者ら




